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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成27年11月13日に提出いたしました第24期第２四半期（自　平成27年７月１日　至　平成27年９月30日）四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　（1） 業績の状況

　　　（2） 財政状態の分析

　　　　　（3） キャッシュ・フローの状況

　　第４　経理の状況

　　　２．監査証明について

　　　１　四半期連結財務諸表

　　　（1） 四半期連結貸借対照表

　　　　　（2） 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

　　　　　（3） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　　　　　注記事項

　　　　　　（１株当たり情報）

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

　　（訂正前）

回次
第23期
第２四半期
連結累計期間

第24期
第２四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 8,638,861 9,941,582 17,868,076

経常利益 (千円) 611,072 637,470 1,636,131

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 388,958 419,208 1,003,631

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 412,836 389,850 972,241

純資産額 (千円) 5,214,601 5,830,036 5,774,006

総資産額 (千円) 18,947,060 16,819,554 19,115,401

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 4.66 5.02 12.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.5 34.6 30.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,506,284 1,001,986 1,294,020

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,697,165 △326,595 △3,959,498

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 4,666,796 △1,848,395 3,748,660

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,284,042 1,718,305 2,891,309
 

 

回次
第23期
第２四半期
連結会計期間

第24期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.50 2.66
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　　（訂正後）

回次
第23期
第２四半期
連結累計期間

第24期
第２四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 8,638,861 9,941,582 17,868,076

経常利益 (千円) 566,879 578,207 1,550,507

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 353,821 397,539 904,404

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 377,699 368,181 873,015

純資産額 (千円) 5,111,619 5,641,294 5,606,934

総資産額 (千円) 18,831,422 16,619,130 18,882,363

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 4.24 4.76 10.84

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.1 33.9 29.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,506,284 1,001,986 1,294,020

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,697,165 △326,595 △3,959,498

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 4,666,796 △1,848,395 3,748,660

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,284,042 1,718,305 2,891,309
 

 

回次
第23期
第２四半期
連結会計期間

第24期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.34 2.58
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第２ 【事業の状況】

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　　（訂正前）

以上より、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は9,941百万円（前年同期比15.1％増）となり、営業利

益は588百万円（同7.1％増）、経常利益は637百万円（同4.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は419百万

円（同7.8％増）となりました。

 

　　（訂正後）

以上より、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は9,941百万円（前年同期比15.1％増）となり、営業利

益は528百万円（同4.8％増）、経常利益は578百万円（同2.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は397百万

円（同12.4％増）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

　　（訂正前）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は16,819百万円（前期末比2,295百万円減）となりました。

流動資産は3,963百万円(同1,885百万円減)となりましたが、これは、主に現金及び預金が367百万円増加した一方

で、有価証券が1,840百万円、未収入金が212百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は12,856百万円（同409百万円減）となっております。これは、主に建物及び構築物が1,259百万円、投

資有価証券が242百万円、土地が133百万円増加した一方で、建設仮勘定が2,196百万円減少したこと等によるもので

あります。

また、負債合計は10,989百万円（同2,351百万円減）となりました。

流動負債は5,240百万円（同990百万円減）となりましたが、これは、主に前受金が255百万円増加した一方で、未

払金が911百万円、１年内返済予定の長期借入金が157百万円、支払手形及び買掛金が92百万円減少したこと等によ

るものであります。

固定負債は5,749百万円（同1,361百万円減）となっておりますが、これは、主に長期借入金が1,357百万円減少し

たことが要因であります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は5,830百万円（同56百万円増）となっております。これは、主に利益

剰余金が85百万円増加したためであります。

 

　　（訂正後）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は16,619百万円（前期末比2,263百万円減）となりました。

流動資産は3,751百万円(同1,880百万円減)となりましたが、これは、主に現金及び預金が367百万円増加した一方

で、有価証券が1,840百万円、未収入金が212百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は12,867百万円（同383百万円減）となっております。これは、主に建物及び構築物が1,265百万円、投

資有価証券が242百万円、土地が133百万円増加した一方で、建設仮勘定が2,196百万円減少したこと等によるもので

あります。

また、負債合計は10,977百万円（同2,297百万円減）となりました。

流動負債は5,228百万円（同936百万円減）となりましたが、これは、主に前受金が255百万円増加した一方で、未

払金が909百万円、１年内返済予定の長期借入金が157百万円、支払手形及び買掛金が92百万円減少したこと等によ

るものであります。

固定負債は5,749百万円（同1,361百万円減）となっておりますが、これは、主に長期借入金が1,357百万円減少し

たことが要因であります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は5,641百万円（同34百万円増）となっております。これは、主に利益

剰余金が63百万円増加したためであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

　　（訂正前）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

これは、税金等調整前四半期純利益612百万円、減価償却費297百万円及び減損損失23百万円、前受金の増加額が

255百万円、たな卸資産の減少額が110百万円ありましたが、法人税等の支払額が365百万円、仕入債務の減少額が92

百万円あったこと等によるものであります。

また、前第２四半期連結累計期間と比較して獲得した資金が504百万円減少しております。これは、前受金の増減

による資金の減少額が721百万円、役員退職慰労引当金の残高増減による資金の減少額が64百万円ありましたが、法

人税等の支払額の減少による資金の増加額が99百万円、減価償却費の増加及び減損損失計上による資金の増加額が

88百万円、たな卸資産の増減による資金の増加額が53百万円あったこと等によるものであります。

 

　　（訂正後）

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

これは、税金等調整前四半期純利益555百万円、減価償却費293百万円及び減損損失20百万円、前受金の増加額が

255百万円、たな卸資産の減少額が110百万円ありましたが、法人税等の支払額が365百万円、仕入債務の減少額が92

百万円あったこと等によるものであります。

また、前第２四半期連結累計期間と比較して獲得した資金が504百万円減少しております。これは、前受金の増減

による資金の減少額が721百万円、役員退職慰労引当金の残高増減による資金の減少額が64百万円ありましたが、法

人税等の支払額の減少による資金の増加額が99百万円、減価償却費の増加及び減損損失計上による資金の増加額が

81百万円、たな卸資産の増減による資金の増加額が53百万円あったこと等によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社ＪＰホールディングス(E05306)

訂正四半期報告書

 6/20



第４ 【経理の状況】

 

２．監査証明について

　　（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,329,340 1,697,280

  受取手形及び売掛金 58,021 43,880

  有価証券 1,861,969 21,024

  たな卸資産 ※1  142,306 ※1  32,218

  繰延税金資産 169,628 179,816

  未収入金 1,599,754 1,386,794

  その他 689,407 603,387

  貸倒引当金 △1,232 △1,149

  流動資産合計 5,849,195 3,963,252

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  6,904,680 ※2  8,426,837

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,939,173 △2,201,906

    建物及び構築物（純額） 4,965,507 6,224,930

   機械装置及び運搬具 3,714 3,714

    減価償却累計額 △3,640 △3,658

    機械装置及び運搬具（純額） 74 55

   工具、器具及び備品 378,169 ※2  466,171

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △217,839 △246,205

    工具、器具及び備品（純額） 160,330 219,966

   土地 755,418 888,513

   リース資産 19,115 -

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,328 -

    リース資産（純額） 787 -

   建設仮勘定 2,261,132 64,458

   有形固定資産合計 8,143,249 7,397,924

  無形固定資産   

   その他 11,606 10,880

   無形固定資産合計 11,606 10,880

  投資その他の資産   

   投資有価証券 102,016 344,965

   長期貸付金 2,572,970 2,566,293

   差入保証金 1,482,927 1,471,904

   繰延税金資産 305,186 413,759

   その他 664,194 666,491

   貸倒引当金 △15,944 △15,918

   投資その他の資産合計 5,111,350 5,447,496

  固定資産合計 13,266,206 12,856,302

 資産合計 19,115,401 16,819,554
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 209,859 117,175

  1年内返済予定の長期借入金 2,912,655 2,755,590

  未払金 1,245,552 334,233

  前受金 537,400 793,146

  未払法人税等 349,851 271,355

  未払消費税等 70,719 42,103

  繰延税金負債 111 -

  賞与引当金 334,000 351,000

  役員賞与引当金 55,000 -

  その他 515,768 575,786

  流動負債合計 6,230,919 5,240,391

 固定負債   

  長期借入金 6,592,223 5,234,693

  繰延税金負債 2,072 2,264

  役員退職慰労引当金 61,140 -

  退職給付に係る負債 314,299 342,817

  資産除去債務 140,740 164,402

  長期未払金 - 4,950

  固定負債合計 7,110,475 5,749,127

 負債合計 13,341,394 10,989,518

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 845,589 845,589

  利益剰余金 3,936,990 4,022,378

  自己株式 △258 △258

  株主資本合計 5,782,322 5,867,709

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 779 △30,642

  退職給付に係る調整累計額 △13,206 △11,091

  その他の包括利益累計額合計 △12,427 △41,734

 非支配株主持分 4,111 4,061

 純資産合計 5,774,006 5,830,036

負債純資産合計 19,115,401 16,819,554
 

 

EDINET提出書類

株式会社ＪＰホールディングス(E05306)

訂正四半期報告書

 9/20



 

　　（訂正後）

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,329,340 1,697,280

  受取手形及び売掛金 58,021 43,880

  有価証券 1,861,969 21,024

  たな卸資産 ※1  142,306 ※1  32,218

  繰延税金資産 157,413 165,466

  未収入金 1,599,754 1,386,794

  その他 483,654 405,653

  貸倒引当金 △1,232 △1,149

  流動資産合計 5,631,227 3,751,168

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※2  6,904,680 ※2  8,426,837

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,992,828 △2,249,828

    建物及び構築物（純額） 4,911,851 6,177,009

   機械装置及び運搬具 3,714 3,714

    減価償却累計額 △3,640 △3,658

    機械装置及び運搬具（純額） 74 55

   工具、器具及び備品 378,169 ※2  466,171

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △220,067 △247,762

    工具、器具及び備品（純額） 158,101 218,408

   土地 755,418 888,513

   リース資産 19,115 -

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △18,328 -

    リース資産（純額） 787 -

   建設仮勘定 2,261,132 64,458

   有形固定資産合計 8,087,365 7,348,446

  無形固定資産   

   その他 11,606 10,880

   無形固定資産合計 11,606 10,880

  投資その他の資産   

   投資有価証券 102,016 344,965

   長期貸付金 2,572,970 2,566,293

   差入保証金 1,482,927 1,471,904

   繰延税金資産 324,410 448,213

   その他 685,783 693,176

   貸倒引当金 △15,944 △15,918

   投資その他の資産合計 5,152,164 5,508,635

  固定資産合計 13,251,135 12,867,962

 資産合計 18,882,363 16,619,130
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 209,859 117,175

  1年内返済予定の長期借入金 2,912,655 2,755,590

  未払金 1,251,854 342,374

  前受金 537,400 793,146

  未払法人税等 277,584 176,841

  未払消費税等 70,719 116,793

  繰延税金負債 111 -

  賞与引当金 334,000 351,000

  役員賞与引当金 55,000 -

  その他 515,768 575,786

  流動負債合計 6,164,953 5,228,708

 固定負債   

  長期借入金 6,592,223 5,234,693

  繰延税金負債 2,072 2,264

  役員退職慰労引当金 61,140 -

  退職給付に係る負債 314,299 342,817

  資産除去債務 140,740 164,402

  長期未払金 - 4,950

  固定負債合計 7,110,475 5,749,127

 負債合計 13,275,428 10,977,835

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,000,000 1,000,000

  資本剰余金 845,589 845,589

  利益剰余金 3,769,918 3,833,636

  自己株式 △258 △258

  株主資本合計 5,615,250 5,678,968

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 779 △30,642

  退職給付に係る調整累計額 △13,206 △11,091

  その他の包括利益累計額合計 △12,427 △41,734

 非支配株主持分 4,111 4,061

 純資産合計 5,606,934 5,641,294

負債純資産合計 18,882,363 16,619,130
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 8,638,861 9,941,582

売上原価 7,382,242 8,565,649

売上総利益 1,256,619 1,375,933

販売費及び一般管理費 ※  707,671 ※  787,761

営業利益 548,948 588,171

営業外収益   

 受取利息 30,568 25,689

 補助金収入 31,748 33,955

 保険解約返戻金 10,485 -

 その他 8,941 9,934

 営業外収益合計 81,744 69,579

営業外費用   

 支払利息 19,602 19,794

 その他 17 485

 営業外費用合計 19,620 20,280

経常利益 611,072 637,470

特別損失   

 固定資産除却損 - 1,596

 減損損失 - 23,065

 特別損失合計 - 24,662

税金等調整前四半期純利益 611,072 612,808

法人税、住民税及び事業税 311,078 298,594

法人税等調整額 △88,913 △104,944

法人税等合計 222,165 193,650

四半期純利益 388,907 419,157

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △50 △50

親会社株主に帰属する四半期純利益 388,958 419,208
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　　（訂正後）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 8,638,861 9,941,582

売上原価 7,418,262 8,610,953

売上総利益 1,220,599 1,330,629

販売費及び一般管理費 ※  715,844 ※  801,720

営業利益 504,754 528,908

営業外収益   

 受取利息 30,568 25,689

 補助金収入 31,748 33,955

 保険解約返戻金 10,485 -

 その他 8,941 9,934

 営業外収益合計 81,744 69,579

営業外費用   

 支払利息 19,602 19,794

 その他 17 485

 営業外費用合計 19,620 20,280

経常利益 566,879 578,207

特別損失   

 固定資産除却損 - 1,596

 減損損失 - 20,812

 特別損失合計 - 22,409

税金等調整前四半期純利益 566,879 555,798

法人税、住民税及び事業税 294,793 276,348

法人税等調整額 △81,685 △118,038

法人税等合計 213,108 158,309

四半期純利益 353,770 397,488

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △50 △50

親会社株主に帰属する四半期純利益 353,821 397,539
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 388,907 419,157

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24,117 △31,422

 退職給付に係る調整額 △188 2,114

 その他の包括利益合計 23,928 △29,307

四半期包括利益 412,836 389,850

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 412,886 389,900

 非支配株主に係る四半期包括利益 △50 △50
 

 

　　（訂正後）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 353,770 397,488

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24,117 △31,422

 退職給付に係る調整額 △188 2,114

 その他の包括利益合計 23,928 △29,307

四半期包括利益 377,699 368,181

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 377,750 368,231

 非支配株主に係る四半期包括利益 △50 △50
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正前）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 611,072 612,808

 減価償却費 232,614 297,573

 減損損失 - 23,065

 のれん償却額 2,176 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,404 △109

 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,000 17,000

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,000 △55,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26,192 31,776

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,380 △61,140

 保険解約損益（△は益） △10,485 -

 受取利息及び受取配当金 △30,798 △25,774

 支払利息 19,602 19,794

 固定資産除却損 - 1,596

 売上債権の増減額（△は増加） △4,188 14,140

 たな卸資産の増減額（△は増加） 56,701 110,088

 仕入債務の増減額（△は減少） △63,552 △92,684

 未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 19,458 △2,689

 未払消費税等の増減額（△は減少） 20,667 △28,659

 前受金の増減額（△は減少） 977,707 255,745

 その他 120,241 261,829

 小計 1,977,196 1,379,361

 利息及び配当金の受取額 12,786 6,521

 利息の支払額 △18,755 △18,521

 法人税等の支払額 △464,943 △365,375

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,506,284 1,001,986

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,191,666 △382,226

 有形固定資産の売却による収入 - 12,450

 有価証券の増減額（△は増加） △1,496,992 -

 投資有価証券の売却及び償還による収入 - 300,645

 投資有価証券の取得による支出 △575,280 △289,872

 差入保証金の差入による支出 △86,409 △14,055

 差入保証金の回収による収入 6,913 25,078

 短期貸付金の回収による収入 99 -

 長期貸付けによる支出 △494,978 △68,000

 長期貸付金の回収による収入 67,369 95,324

 保険積立金の積立による支出 △1,675 -

 保険積立金の解約による収入 84,406 -

 その他の支出 △8,952 △5,941

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,697,165 △326,595
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 6,200,000 -

 長期借入金の返済による支出 △1,232,060 △1,514,595

 配当金の支払額 △297,794 △332,915

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,349 △884

 財務活動によるキャッシュ・フロー 4,666,796 △1,848,395

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,475,915 △1,173,004

現金及び現金同等物の期首残高 1,808,126 2,891,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,284,042 ※  1,718,305
 

 

EDINET提出書類

株式会社ＪＰホールディングス(E05306)

訂正四半期報告書

16/20



 

　　（訂正後）

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 566,879 555,798

 減価償却費 232,614 293,421

 減損損失 - 20,812

 のれん償却額 2,176 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,404 △109

 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,000 17,000

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,000 △55,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26,192 31,776

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,380 △61,140

 保険解約損益（△は益） △10,485 -

 受取利息及び受取配当金 △30,798 △25,774

 支払利息 19,602 19,794

 固定資産除却損 - 1,596

 売上債権の増減額（△は増加） △4,188 14,140

 たな卸資産の増減額（△は増加） 56,701 110,088

 仕入債務の増減額（△は減少） △63,552 △92,684

 未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 20,784 △850

 未払消費税等の増減額（△は減少） 59,953 46,030

 前受金の増減額（△は減少） 977,707 255,745

 その他 123,824 248,715

 小計 1,977,196 1,379,361

 利息及び配当金の受取額 12,786 6,521

 利息の支払額 △18,755 △18,521

 法人税等の支払額 △464,943 △365,375

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,506,284 1,001,986

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,191,666 △382,226

 有形固定資産の売却による収入 - 12,450

 有価証券の増減額（△は増加） △1,496,992 -

 投資有価証券の売却及び償還による収入 - 300,645

 投資有価証券の取得による支出 △575,280 △289,872

 差入保証金の差入による支出 △86,409 △14,055

 差入保証金の回収による収入 6,913 25,078

 短期貸付金の回収による収入 99 -

 長期貸付けによる支出 △494,978 △68,000

 長期貸付金の回収による収入 67,369 95,324

 保険積立金の積立による支出 △1,675 -

 保険積立金の解約による収入 84,406 -

 その他の支出 △8,952 △5,941

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,697,165 △326,595
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 6,200,000 -

 長期借入金の返済による支出 △1,232,060 △1,514,595

 配当金の支払額 △297,794 △332,915

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,349 △884

 財務活動によるキャッシュ・フロー 4,666,796 △1,848,395

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,475,915 △1,173,004

現金及び現金同等物の期首残高 1,808,126 2,891,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,284,042 ※  1,718,305
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【注記事項】

(１株当たり情報)

　　（訂正前）

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ４円66銭 ５円02銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 388,958 419,208

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

388,958 419,208

普通株式の期中平均株式数(株) 83,455,294 83,455,294
 

　 　

 

　　（訂正後）

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ４円24銭 ４円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 353,821 397,539

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

353,821 397,539

普通株式の期中平均株式数(株) 83,455,294 83,455,294
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

株式会社ＪＰホールディングス

取締役会  御中

 

監査法人東海会計社
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   塚 本 憲 司   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   大　島　幸　一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＪＰ

ホールディングスの平成27年４月1日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７

月1日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月1日から平成27年９月30日まで）に係る

訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＪＰホールディングス及び連結子会社の平成27年９月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成27年11月13日に四半期レビュー報告書を提出した。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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